
@ 、.
/よヲラ広報

青空と緑と産業のまち昭和町

...総合会館軽運動室

お田さんといっしょに運動を/
親子体操教室

親子で体を動かす楽しさを学んでもらおうと、

町教育委員会が主催する「親子体操教室」ガオ O月か

らの6日間総合会館で聞かれましだ。今回も昨年と同じ

く藤本体操スクールの先生を講師に迎え、トランポリンや鉄

棒のほか¥ビーチボールなどを使つ疋体操に挑戦。はじめは恐る恐

る体を動かしていだチビつ子だちも¥すぐになれて元気一杯。お

白さん疋ちにも 「子どもの現在の運動能力や社会性を知る

ことができまし疋。家でも子どもと一緒に体操を続け

ていきます。」 と好評でした。

田
(問の人口)

男 6，523人(+19) 

女 6，215人(+20) 

言十 12，738人 (十39)

世帯数 4，251戸 (士 0)

1991 11月1日現在。()内は前月比
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仕
掛
け
花
火
で
演
出

町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ

ン
ト、

第

三
回

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が

十
月
十
日
、
町
民
体
育
館

・
中
央
公
民

館
前
広
場
を
中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第
三
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
台
風

に
よ
る
雨
の
影
響
で
、
会
場
を
変
更
し

て
の
開
催
で
し
た
が
、

当
日
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
六
千
人
の
み

な
さ
ん
が
祭
り
を
訪
れ
ま
し
た
。

祭
り
は
、
勇
壮
な
は
た
る
太
鼓
に
よ

り
幕
を
開
け
、
七
百
個
の
い
ろ
と
り
ど

り
の
風
船
が
空
高
く
舞
い
上
が
る
な

か
、
開
会
式
が
行
わ
れ
、
く
す
玉
が
割

ら
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
き
、

子
ど
も
パ

レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
各
地
区
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ

子
づ
く
り
の
み
こ
し
や
山
車
な
ど
が
会

場
を
練
り
歩
き
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
掛
け
声
に
暖
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

本
町
出
身
の
、
田
中
よ
し
ひ
こ
さ
ん

を
迎
え
て
の
ミ

ニ
歌
謡
シ
ョ

ー
で
は
、

お
な
じ
み
の

「野
球
星
」
「
若
人
の
道
」

な
ど
が
歌
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
河

東
中
島
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
郷
土
民

踊
「
笠
お
ど
り
」
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
豪
華
な
賞
品
が
用
意
さ
れ
た
お
楽
し

み
抽
選
会
。
今
年
は
、
西
条
二
区
の
竹

中
さ
ん
が
特
等
に
輝
き
、
賞
品
の
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
を
子
に
し
ま
し
た
。

瀬
川
瑛
子
さ
ん
・
本
田
美
奈
子
さ
ん

を
迎
え
て
の
歌
謡
シ
ョ

ー
で
は
、
お
し

ゃ
べ
り
を
交
え
な
が
ら
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど

を
熱
唱
。
お
よ
そ
三
千
人
の
み
な
さ
ん

を
魅
了
し
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
花
火
大
会
。

恒
例
の
打
ち
上
げ
花
火
の
連
発
の
他
、

今
年
は
仕
掛
け
花
火
で
「
祝

・
町
制
施

行
二
十
周
年
」
を
演
出
し
て
、
秋
の
夜

空
を
彩
り
ま
し
た
。

泉町長あいさつくす玉割り

ほだる太鼓の合図で祭りは開幕

次は私疋ちの出番だヨ/

Eヴ処聖，!~~長B
びっしょになってうなぎのつかみと、り

~.Æ 

② 

人気のパ ベキユゴーナ

平成3.12.1広報しようわ

当疋つ定かな?企業コーナーも人だ、かり



河東中島地区に伝わる郷土民踊「笠おと、り」

子どもパレ ドには各地区の子どもケラブ手づくりによる
海の家「相良町」からもみこしなどが繰り出しましだ

歌って踊って「本由美奈子」さん

③ 広報しようわ平成3.12.1

あ白さんと一緒に大声大会

ふれあい
コ二ノサート
in BB示。

「瀬川瑛子」さんには泉町長から花束が 祭りのフィナーレを飾った打ち上げ花火



町
制
施
行
一

一
十
周
年
記
念
式
典

-・・・・・田・・・・・園田・・

活
力
あ
る
町
づ
く
り

------EEEE----

昭
和
四
十
六
年
に
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、
ふ
っ
年
で
記
ム
志
す
べ
き
二
十
年
を
迎
え
た
、
わ
、
が
ま
ち

グ
昭
和
町
九
昭
和
十
七
年
に
旧
西
条
村
と
常
家
村
の
二
ケ
村
、
か
合
併
し
て
昭
和
村
が
誕
生
し
て
か
ら

は
、
今
年
で
三
十
九
年
、
か
だ
ち
ま
し
た
。

町
で
は
十
月
十
日
、
こ
の
町
制
施
行
二
十
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を
町
総
合
会
館
に
て
行
い
ま
し

た。
昭
和
町
は
ふ
フ
巴
ま
で
、
寸
青
空
と
線
と
産
業
の
町
L

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
田
国
産
業
都

市
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
だ
。
今
年
町
制
施
行
二
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、
来
る
べ
<
次
の
世
代
に
向
け
て
更
に
飛
躍
す
る
だ
め
、
今
日
ま
で
の
歩
み
を
生
か
し
な
が
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

-つ。

町
制
施
行
二
十
周
年
を
祝
う
記
念
式

典
は
、
十
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
町
総

合
会
館
に
お
い
て
、
町
内
関
係
者
、
受

彰
者
、
来
賓
の
方
々
な
ど
約
五
百
名
の

出
席
の
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た。

式
典
で
は
、
最
初
に
泉
町
長
か
ら
「
こ

れ
ま
で
の
町
勢
進
展
の
基
礎
づ
く
り
に

対
し
て
の
お
礼
と
、
来
る
べ
く
二
十
一

世
紀
に
向
け
て
、
活
力
あ
る
豊
か
な
町

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
各
種
の
行
政
施
策

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
L

と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
細
田
議
会
議
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
こ
れ
ま
で
町
政
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
方
々
に
、
表
彰
状
と
感
謝
状

h
F

石
原
前
町
長
に
は
「
特
別
町
政
功
績

表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
方
々
は
、

町
の
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、

永
年
に
わ
た
っ
て
町
自
治
振
興
の
た
め

功
績
及
び
善
行
の
あ
っ
た
方
、
ま
た
、

各
地
区
、
各
種
団
体
よ
り
推
薦
し
て
い

た
だ
い
た
方
の
中
で
、
町
の
表
彰
審
査

委
員
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た
み
な
さ
ん

で
す
。「特
別
町
政
功
績
表
彰
L

に
は
、
前

町
長
の
石
原
忠
則
氏
が
、
ま
た
、
有
功

表
彰
に
十
八
名
、
優
遇
表
彰
に
は
二
十

六
名
の
方
々
が
選
ば
れ
、
泉
町
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
環
境
美
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
十
名
、

七
団
体

の
方
々
に
は
善
行
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
団
体
に
お
い
て
永
年

ご
活
躍
い
た
だ
い
た
方
々
五
十
五
名

一
〔
町
勢
要
覧
を
発
刊
〕

一

一
町
で
は
、
町
制
二
十
周
年
在
記
念

一

一
し
て
、
町
勢
要
覧
を
発
刊
し
、
全

一

一
戸
配
布
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧

一

一
く
だ
さ
い
。

一

、

一

一

/

一

一
昭

一 ④ 平成3.12.1広報しようわ

に
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
役
場

永
年
勤
続
職
員
十
九
名
に
も
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
に
は
、
役
場
隣
り

新
別
棟
庁
舎
に
お
い
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
の

永
年
の
労
が
ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

。
特
別
町
政
功
績
表
彰
者

石
原
忠
則

。
有
功
表
彰
者

横
津
幸
治

山
口
成
之
五
味
省
吾

名

執

規

松

田

孝

弘

名

執

保

義

相

原
豊
薬
袋
義
博

嶋
崎
記

代

子

野

目

瀬

一

郎

磯

部

圏

森

川
猶

子

野

津

正

典

今

福

俊

彦

金

丸

英

一

長

沢
文
雄
石
原
園
夫

細
田
健
児



。
優
遇
表
彰
者

小
林
勉
有
本
牛
雄
早
川
美
都
雄

窪

田

正

男

清

水

森

重

塚

田

大

深

津

淳

依

田

典

明

清

水

裕

秋

山

高

儀

山

口

国

光

野

沢

文

輔

佐

野

精

一
長
田
博
雨
宮
勝
高
野
幸
一

塩
田
光
昭
今
津
佳
幸
保
坂
勝
雄

山
下
一議
二
鷹
野
清
文
木
村
章
二

山
田
昇
井
口
健
三
井
猛
(
故
)
山

口
敏
明

』
F

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
。
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

。
善
行
表
彰
者

井
上
貞
子
油
川
行
慶
(
故
)
山
田
基

宣

高

橋

リ

エ

戸

嶋

耕

市

望

月

ヲ

テ

イ

堀

口

君

嶋

津

朝

市

篠

原

永

樹
井
上
節
子

令

令

や

。
団
体
善
行
表
彰
者

上
河
東
二
区
育
成
会
(
代
表
佐
々
木

富
士
子
)
押
越
菊
の
会
(
会
長
清

水
裕
)
河
西
さ
っ
き
会
(
代
表
油

川
行
贋
)
飯
喰
区
(
区
長
小
津
弘
)

く
わ
の
実
会
(
代
表
見
上
は
な
江
)

ふ
た
ば
会
(
代
表
望
月
ト
メ
コ
)

ほ
た
る
会
(
代
表
山
田
喜
教
)

や

や

や

。
感
謝
状
贈
呈
者

竹
中
と
り
の
雨
宮
倍
弐
山
田
松
子

小
林
留
雄
窪
田
京
子
萩
原
た
け
子

深
川
市
郎
池
上
雄
蔵
武
田
か
ほ
る

須
田
富
三
子
清
水
行
贋

磯

部

富
雄

有
泉
や
す
の
清
水
森
重
松
岡
満
子

窪

田

鴻

高

野

久

枝

蒔

田

辰

治

田

島

秀

子

有

賀

一

江

窪

田

孝

枝

佐

野
精
一
井
口
康
行
望
月
輝
光
三

神

君

江

河

野

美

子

石

原

園

夫

薬

袋
常
三
今
津
き
み
江
田
中
一
永

山
下
譲

二

泉

昌

夫

井

上

武

昭

和

保
育
園
(
園
長
野
呂
瀬
尚
)
押
原
保

育
園

(園
長
三
神
ま
ゆ
り
)
常
永

保
育
園
(
園
長
小
野
間
宣
子
)
上

河
東
保
育
園
(
園
長
山
下
美
津
子
)

高
野
幸
一
樋
口
久
美
子
青
原
良
計

篠
原
登
美
恵
柳
津
八
十

一
飯
島
勝

子

荻

野

栄

井

口

威

油

川
行
虞

深

津

完

興

細

田

健

児

藤

本

洋

井

口
健
山
田
美
明
中
込
孝

一

鷹

野

敏
夫
小
津
弘
窪
田
正
男

や

や

令

。
役
場
永
年
勤
続
職
員

感
謝
状
贈
呈
者

井

上

俊

男

中

津

孝

造

膏

藤

進

堀

口

勉

秋

山
睦
夫
福
島
正
明

内

藤

弘

黒

田

幸

夫

後

藤

正

比

古

柳

津

克
子

山
下
雪
江
深
津
昭
子
大
原

恵
佐
久
間
喜
美
江
井
口
香
代
子

山
本
登
美
江
依
田
吉
美
長
瀬
博
志

戸
田
巻
子

「

z

一

C
め

一
か
だ

一
昌一旦る

一
を
き

一
生
生

一
人

一

十
一
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
第

一
二
十
七
回
文
化
祭
・公
民
館
ま
つ
り
・

一
文
侶
講
演
会
が
総
合
会
館
・
中
央
公

一
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一

一
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
ダ
ン
ス
パ

一
1

テ
ィ
ー
の
夕
べ
に
は
、
お
よ
そ
百

一
五
十
名
の
方
々
が
集
ま
り
、
社
炎
、夕

一
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
詩

一
吟
の
夕
べ
や
芸
能
発
表
で
も
、
す
ば

一
ら
し
い
コ
ー
ラ
ス
、
民
謡
、
舞
踊
な

一
ど
が
発
表
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

…
果
、か
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

一

今
年
の
文
化
講
演
会
は
、
日
本
テ

一
レ
ピ
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
林

一
完
吾
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ

一‘‘.

-

h
サ
i

解
説
者

一
称
、
完
義

一
4「

化祭
公民館まつり・文化講演会

一」一L

一一一一一一
一」

ま
し
た
。
「
今
、
親
た
ち
は
:
:
:
大
人

一

た
ち
は
:
:
:
L
と
題
し
て
、
現
代
の

一

子
供
た
ち
の
問
題
に
、
親
や
大
人
た

一

ち
が
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
、

一

ご
自
身
の
体
験
談
を
交
え
て
の
講
演

一

に
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
共
感
を

一

得
、
大
好
評
で
し
た
。

一

ま
た
、
総
合
会
館
の
各
所
に
は
、

一

昨
年
を
上
回
る
お
よ
そ
二
百
点
の
作

一

昂
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
熱
心
に
力

一

作
を
鑑
賞
し
て
い
た
み
な
さ
ん
の
間

一

で
は
、
「
今
年
は
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品

一

が
多
い
の
で
は
」
「
町
民
の
文
侶
に
対

一

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で

一

は
」
と
い
っ
た
会
話
、か
さ
れ
て
い
ま

一

し
た
。

一

文
化
活
動
は
、
う
る
お
い
あ
る
人

一

間
形
成
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
も
の

一

に
な
り
ま
す
。
心
豊
か
な
や
す
ら
ぎ

-

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
文
伯

一

活
動
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

一

ぅ。

L
⑤ 平成3.12.1広報しようわ



秋
の
醸
接
大
会

-
第
二
十
四
園
地
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
|
河

東

中

島

準

優

勝
|
西
条

ま
た
、
十
月
二
十
二
日

ωに
は
、

清

二

区

三
位
|
清
水
新
居

里
丘
の
公
園
ゴ
ル
フ

コ
l
ス

で

秋

の

地

個

人

優

勝

|
新
田
重
典
(
清
水
新
居
)
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守
ヘ

ト
川

ゴ
l
ル
を
め
ざ
し
て
グ
走
れ
/
・
を
キ
し
、
そ
の
結
果
三
位
を
勝
ち
取
り
ま
し

t
E
安

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
発
足
し
た
西
条
ミ
た
。
初
め
て
の
賞
状
を
子
に
し
て
大
喜

J
年

で

川

一一
パ
ス
で
す
。
八
年
前
昭
和
ミ
ニ
パ
ス
び
す
る
団
員
達
の
笑
顔
ノ
思
わ
ず
胸
が

こ

ゆ

員

む

か
ら
押
原
ミ
一
一
パ
ス
と
西
条
ミ
ニ
パ
ス
熱
く
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
は

と
h

J

，

団

.

つ

に
分
れ
ま
し
た
。
現
在
団
員
は
六
年
生
試
合
の
都
度
必
ず
か
け
つ
け
て
は
大
き

じ

ゃ

快

い

ば

六
名
、
五
年
生
六
名
の
西
条
小
児
童
で
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
卒
団

閣

ス

な

ん

編
成
さ
れ
て
お
り
、
野
呂
瀬
監
督
、
深
員
の
中
に
は
中
学
、
高
校
と
パ
ス
ケ
ツ

芭

少

が

沢
コ

l
チ
の
指
導
の
も
と
毎
週
火
、
木
ト
部
で
多
数
の
人
が
活
躍
し
て
い
ま

曜
日
の
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
六
時
三
す
。
団
員
達
の
楽
し
み
で
も
あ
る
夏
期

十
分
ま
で
西
条
小
体
育
館
で
練
習
し
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
、
今
年
は
大
自
然

い
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
ミ

ニ
パ
ス
は
に
つ
つ
ま
れ
た
富
士
思
賜
林
庭
園
で
保

必
ず
十
名
出
場
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
護
者
も
参
加
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や、

ん
。
西
条
ミ

ニ
パ
ス
は
少
人
数
の
た
め
、
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

ひ
と
り
で
も
休
む
と
試
合
が
出
来
な
い
た
。
家
族
的
雰
囲
気
い
っ
ぱ
い
の
西
条

の
で
、
団
員
連
は
、
試
合
は
も
ち
ろ
ん
ミ
ニ
パ
ス
で
す
。

の
事
、
練
習
も
休
ま
ず
頑
張
っ
て
お
り
西
条
小
の
皆
さ
ん
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ま
す
。

ー
ル
で
体
を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

十

月

の

竜

王

杯

で

は

全

員

が

奮

起

(

保

護

者

会

)

スポ少韓集

催

区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
河

東
中
島
チ
ー
ム
が
春
の
大
会
に
引
き
続

き
優
勝
し
ま
し
た
。

企熱戦が繰り広げられた女子バレーボール

町
体
育
協
会
が
主
催
す
る
秋
の
球
技

大
会
が
、
十
月
二
十
七
日
岡
町
民
体
育

館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
台
風
に
よ
る
雨
の
影
響
で
、

屋
外
競
技
の
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

と
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
が
中
止
と
な
り
、
室

内
競
技
の
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ
け

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
優
勝
は
、
男
子
が

上
河
東
二
区
チ

l
ム
で
二
年
連
続
。
女

子
は
、
西
条
二
区
チ

l
ム
と
な
り
ま
し

ナ
~

-
第
二
十
園
地
区
対
抗
女
子
パ
レ

l
ボ

ー
ル
大
会

優
勝
|
西

条

二

区

準

優

勝
|
上
河

東

三
位
|
紙
漉
阿
原
・
西
条

一
区

av第
二
十
団
地
区
対
抗
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

優
勝
l

上
河
東
二
区
準
優
勝
!
西

条

一

区

三

位

l
築
地
新
居
・
河
東

中
島

A 団員12名のチ ムワークは抜群です。

雌
制
対
J

川
J

)

ル
幕
一
J
J

一
間
開

h
J

4
山

m

級

t

n

l

A

 

フ

(

り
J

四
月
に
閉
幕
し
た
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
主
催

「第
九
回
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
は
、
十
月
二

十
五
日
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
熱
戦
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

今
年
は
ど
の
リ

l
グ
と
も
混
戦
で
、
〕

最
終
的
に
勝
ち
点
が
同
じ
チ

i
ム
が
多
ベ

く
、
各
試
合
ご
と
の
得
失
点
差
で
順
位

ω

が
決
ま
る
ケ

l
ス
が
目
立
ち
ま
し
た
。
町

優
勝
は
、

A
級
リ

l
グ
が
四
年
連
続
で
(

Y
N
ク
ラ
ブ

A
。

B
リ

i
グ
は
中
島
ク

ラ
ブ
。

C
級
リ
ー
グ
で
は
西
条
一
区
べ

ア
I
ズ
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

』

F

見
事
、

A
級
リ
ー
グ
四
連
覇
の
Y
N

ク
ラ
ブ
A
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

順位 チ ー ム名 勝 負 分 勝点

Y N クラフ A 5 1己

E 西条二区Aクラブ 5 2 O 17 

3 目立甲府クラブ 4 己 17 

4 築地クラブ 4 3 O 13 

5 昭和クラフ ε 5 O 11 

日 西条 一 区クラブ 己 5 O 11 

7 スリー工スクラブ 己 5 O 11 

日 昭和 般男子 2 411 10 

⑥ 平成3.12.I 広報しようわ

順位 チーム名 月券 負 分 勝点

中島クラブ ア 。。21 
E 西条二区巳クラブ 4 3 O 15 

3 押越クラブ 4 3 O 15 

4 河西クラブ 3 4 O 111 

5 ラビットクラブ 己 5 O 11 

6 阿原クラブ E 5 O 11 

7 クリ工一卜宅間 3 4 O 11 

日 上河東二区クラブ 3 4 。日

cc級リーグ)
順位 チーム名 勝 負 分 勝点

西条一区ベアーズ 白 21 

2 1;毒水ク ラブ ア O 20 

3 ノンキーズ 巴 18 

4 富士通山梨クラブ 3 4 15 

5 飯喰フレンダーズ 4 4 O 14 

6 甲府工レクト口二クス E 5 13 

7 押原クラブ E 巳 O 12 

8 1 Y N クラブ巳 己 巳 O 1己

日 クボタグツデイーズ E 巳 O 12 

順
位
は
各
チ
l
ム
の
勝
ち
点
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
勝
ち
点
が
同
じ
場
合

は
得
失
点
差
で
決
定
し
ま
す
。



第

-平成4年4月オ白から、児童手当制度ガ次のように改正されます。

事 I頁 改 正 目リ 改 正 {愛

支給対象 第 E 子以降 第 1子以降
支給期間 義務教育就学前 3 歳未満
支給金額

第 子 5. 000円(月額)
第 E 子 2. 5 0 0円(月額) 5. 000円(月額)
第 3子以降 5. 日日日円(月額) 1 O. 0 0 0円(月額)

ー札、支給鯛に関しては次のような緩遇措置があります。〉

昭和60年4月2日~昭和61年12月31日生まれの児童 平成3年12月分まで支給
弟 昭和62年1月1日~昭和田年12月31日生まれの児童 5歳の誕生日の属する月分まで支給
2 昭和田年1月1日~昭和田年12月31日生まれの児童 平成4年12月分まで支給
子
平成元年1月1日~平成元年12月31日生まれの児童 4歳の誕生日の属する月分まで支給以

降 平成2年1月1日~平成2年12月31日生まれの児童 平成5年12月分まで支給

平成3年]月]日以後に生まれた児童 3歳の誕生日の属する月分まで支給

平成3年1月己日以後に生まれた児童第 1子

す
。
子
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
け
ら

れ
る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
を
受
給

で
き
る
人
(
改
正
後
)

子
の
認
定
請
求
の

手
続
き
巳
つ
い
て

平
成
三
年

一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
第

一
子
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年

一

月
か
ら
新
た
に
子
当
の
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。

該

当

す
る
方
は
、
平
成
三

年
十
二
月
中
に
、
役
場
町
民
窓
口
課
で

認
定
請
求
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

三
歳
未
満
(
平
成
四
年
は
五
歳
未
満
)

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
前
年

の
収
入
が

一
定
額
未
満
の
場
合
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

x 
x 
x 
x 
x 
x 
X 
1 
1 

1 

1 
1 
x 
x 
x 
x 
X 
1 
1 
1 
x 

x 
x 
x 
x 
x 
x 
x 
j 表彰状を手にする役員のみなさん

jた労テら 密の食を 年りすに動的長
X O者ルれこ着 実 、利ま三、る努、に)栄
y ので、れし態普用た回全講め野取で養
5 厚、十らた調及し、発 戸 習、菜りは~
j 生平月永活査そて町行配会そ・組、善
V 大成 十 年動な のの し布をの乳ん町推i 臣三六のをど乳 協ての各活製で民進成
表年日活し、製 合い 「 動品きの員
x 彰度東封jて 今品人健ま推地をのま栄会
x をの京のき日の病診す進区各摂し養(
v 受 栄プ足まま摂 子 結 。だで、地取た改河
3 賞養 リ跡、し で取防果 よ 開区活 。善野
3 し関ンがた地状食報 り催に動減に美i ま係ス認 。域況の 告 」し 伝な塩積子
し功ホめ と 等 試会 をた達ど活極会

厚生大臣表彰

栄養改善推進部門で受賞

がんばりました準優勝

山梨県消防団員総合訓練大会

里 昭和町栄養改善推進員会里-町消

消防ポンフ車操法の部

団防春日B~ -
24年間町民の

栄養改善に尽力

-大会で活躍しだ代表選手のみなさん(敏柿略)

高野龍二今沢幸広渥美幸久 興石栄

田中邦彦三谷友男長田信夫

十
月
二
十
七
日
、
県
消
防
学
校
で
行

わ
れ
た
、
第
二
十
七
回
山
梨
県
消
防
団

員
総
合
訓
練
大
会
・
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
、
昭
和
町
消
防
団
が
見
事
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
雨
の
な
か
県
下
八
地

区
支
部
代
表
の
選
手
が
ポ
ン
プ
車
操

法
・

小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
競
い
合
い
ま

し
た
。本
町
か
ら
は
七
名
の
代
表
選
手
が
、

甲
府
地
区
支
部
代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
出
場
。
大
会
で
は
、
規
律
、

正
確
さ
、
速
さ
な
ど
が
問
わ
れ
る
た
め
、

六
月
か
ら
規
律
訓
練
を
始
め
、
ポ
ン
プ

操
法
、
放
水
訓
練
を
繰
り
返
し
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
練
習
の
成
果
が
実

り
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

平成3.12.1広報しようわ⑦ 



すま

は

nv

罰

な

体

に
.
書

め

偏

じ

権
い

人

十
二
月
十
日
は
世
界
人
権
デ

l
で

す
。
平
成
三
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
が

国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
四
十
三

周
年
に
当
た
り
ま
す
。
法
務
省
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本
年
も

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間

を

「人
権
週
間
」
と
定
め
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項
は
、

次
の
五
つ
で
す
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る

こ
と
は
住
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
明
る
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

①
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

識
を
育
て
よ
う
。

⑧
い
じ
め
・
体
罰
の
根
を
絶
と
う
。

③
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

④
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

⑤
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う
。

い
じ
め
・
体
罰
は
、
児
童
・
生
徒
に

⑩ 
12月A日~12月10日

く令⑥

新
し
い

人
権
擁
護
委
員
紹
介誠氏鷹野通氏岩村

対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

一
人

で
悩
ま
ず
、
い
じ
め
・
体
罰
テ
レ
ホ
ン

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
(
箇
臼
ー

7

1
5
1
甲
府
地
方
法
務
局
)

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

・
井
口
等
(
箇
万
ー

2
0
5
0
)

・
望
月
朝
徳
(
冨
万
ー
3
4
6
5
)

・

鷹

野

誠

(

箇

万

ー
3
0
1
6
)

・

岩

村

通

(

箇

万

ー
2
8
2
0
)

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
委
員

さ
ん
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
特
設
人
権
身
の
上
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

十
二
月
十
一
日
制

午
前
十
時

i
午
後
三
時

o
場
所
田
富
町
総
合
会
館

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

o
日
時

保
育
所
の
入
所
申
請

受
付
及
び
説
明
会

1月1日E 3 日月11日E 1 日

程
骨骨 ~J<) ~ 伺)

戸吊Iん 上 十甲 日召 保
膏

丹t
河 原 平日

所

東
名

{呆
保
保 保

説明会の場所
育 2円k 

ョ円民 z円k 

園 園 園 園

午後7時30分~
時間

B時30分

受
付
期
聞
は
、
平
成
四
年
一
月
十
六
日

i
三
十
一
日

平
成
四
年
度
の
保
育
所
入
所
希
望
者

の
受
付
を
各
保
育
所
で
、
一
月
十
六
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
実
施
し
ま

す。
入
所
申
請
の
受
付
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
四
月
に
新
し
く
入
所
さ
れ

る
方
や
、
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る

方
に
つ
い
て
も
こ
の
期
間
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
先
が
け
、
次
の
日
程
で
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
都
合
で
説
明
会
に
出
席
で
き
な

い
方
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
に
入
所
申

請
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
す
る
よ
、
つ
お
願
い
し
ま
す
。

-
入
所
で
き
る
基
準

V
母
親
が
各
一
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し

て
い
る
た
め
に
そ
の
児
童
の
保
育
を

す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

.昭和保育園から

V
母
親
が
昼
間
家
庭
で
日
常
の

家
事
以
外
の
仕
事
の
た
め
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

V
両
親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
、

行
方
不
明
な
ど
に
よ
り
保
育

す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

V
母
親
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、

心
身
に
障
害
が
あ

っ
た
り
出

産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
す
る

た
め
に
、
そ
の
児
童
の
保
育

を
す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

V
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身

に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母

親
が
い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て

い
て
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
出
来
な

い
場
合
。

{
説
明
会
の
日
程
】

⑧ 平成3.12.1

【
保
育
所
別
定
員
数
】

広報しようわ

保育所 常永 保所育上東河 保育所 押原 保所育和昭
所保

名育

河西七回 上河東
越押
西条四
所

/¥ 
在

四
/¥ /¥ 

地
一 五

十名 十名 十名 十名

定

貝

河西築地新居 上河東 紙漉原阿 越押 西条新同 西条一区 地

上東河
河東中島

区

飯I食
清水新居二西条区
名

区

-
入
所
申
請
に
必
要
な
も
の

入
所
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、

児
童
一

人
に
つ
き
一
枚
の
保
育
所
入
所

申
請
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当

す
る
書
類
を

一
部
添
付
し
て
く
だ
さ
い
o

m
給
与
所
得
者
ハ
常
勤
の
場
合
〉

V
平
成
三
年
分
源
泉
徴
収
票
(
給
与
支

払
報
告
書
)
の
写
し

V
平
成
三
年
度
町
民
税
及
ぴ
固
定
資
産

税
の
通
知
書
の
写
し
。
ま
た
は
、
課
税

額
証
明
書
(
役
場
税
務
課
発
行
)

*
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、

両
方
の
源

泉
徴
収
票
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ω事
業
所
得
者
〈
商
后
経
営
な
ど
〉

V
平
成
三
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
控

え
の
写
し
。
ま
た
は
、
税
務
署
の
発

行
す
る
所
得
税
納
税
証
明
書

V
平
成
三
年
度
町
民
税
及
び
固
定
資
産

税
の
通
知
書
の
写
し
。
ま
た
は
、
課

税
額
証
明
書
(
役
場
税
務
課
発
行
)

*
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
三
月
十
六

日
の
確
定
申
告
終
了
日
ま
で
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

zm
な
お
、
平
成
三
年
一
月

一
日
以
降
の

転
入
者
に
お
い
て
は
、
前
住
所
地
の

平
成
三
年
度
市
町
村
民
税
の
納
税
通

知
書
の
写
し
、
ま
た
は
、
課
税
額
証

明
書
が
必
要
で
す
。

圃
詳
し
く
は
、
総
合
会
館
内
健
康
福
祉

課
(
箇
苅

1
2
1
1
1内
線
加
)
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。



こ
ち
ら
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

⑧
⑬
①
⑧
 

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で

安
全
走
行
を

f
⑪
 

も
う
み
な
さ
ん
は
、
脱
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
心
構
え
が
で
き
ま
し
た
か
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
は
、
タ
イ
ヤ
に

金
属
制
の
ピ
ン
を
打
ち
込
ん
だ
も
の

で
、
凍
結
路
で
の
制
動
性
能
を
高
め
た

タ
イ
ヤ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
を
雪
の
な
い
乾
燥
路
で
使
用

す
る
と
、
路
面
が
削
ら
れ
粉
じ
ん
が
発

生
し
ま
す
。
こ
の
粉
じ
ん
が
風
な
ど
に

よ
っ
て
舞
い
上
が
り
、
周
辺
住
民
の
健

康
に
影
響
を
及
ぽ
し
ま
す
。

山
梨
県
も
指
定
地
域
に

こ
う
し
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
粉
じ

ん
に
よ
る
、
健
康
や
生
活
環
境
へ
の
悪

影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
二
年
の

六
月
に
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の

発
生
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
る
と
環

境
庁
長
官
が
指
定
す
る
地
域
で
は
、
積

雪
ま
た
は
凍
結
の
状
態
の
な
い
道
路
に

お
い
て
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
は
禁

4
U
 

4
小
1町市ア2

 

l
i
t
i
-
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市

町

村

4

0

3

 

2
 

止
さ
れ
ま
す
。
山
梨
県
で
も
左
図
の
地

域
が
、
今
年
五
月
か
ら
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
違
反
し
た
人
に
対
し
て
は
、
十
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
(
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
)
を
の
主
役
は

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
っ
て
登
場

し
た
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で
も
、
タ

イ
ヤ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
運
転
操
作
を

行
え
ば
、
冬
道
で
の
安
全
運
転
が
十
分

可
能
で
す
。
今
年
の
冬
は
、
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
を
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
切

り
替
え
、
粉
じ
ん
公
害
の
な
い
住
み
よ

い
環
境
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
、
っ
。

山梨県内の指定区域

館
ン
書

イ

図

ラ-W 
タス

昨
年
開
館
し
て
満

一
年
を
経
過
し
た

町
立
図
書
館
で
は
、
本
の
貸
出
し
ゃ
返

却
、
ま
た
本
の
検
索
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
処
理
し
て
、
利
用
さ
れ
る
方
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

十
月
十
八
日
、
県
内
で
は
じ
め
て
の

図
書
館
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
昭

和
町
と
石
和
町
と
の
間
で
結
ば
れ
、
そ

の
稼
働
式
が
県
庁
知
事
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
石
和
町
の
小
林
助
役
と
泉
町
長

と
の
問
で
協
定
書
が
交
わ
さ
れ
、
堅
い

握
手
を
し
た
後
、
天
野
知
事
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
ス
イ

ッ
チ
を
押
し
て
、
オ

ン
ラ
イ

ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

お
互
い
の
図
書
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
方

が
読
み
た
い
本
を
自
分
で
検
索
し
、
昭

和
町
に
な
い
と
き
は
、

石
和
町
立
図
書

館
の
デ

l
タ
l
を
同
じ
画
面
で
さ
が
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
予
約
し
て
二
、

三
日
で
昭
和
町
に
本
が
届
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

現
在
は
、

石
和
町
立
図
書
館
と
結
ぼ

れ
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
数
年
後
に
は

県
立
図
書
館
を
拠
点
と
し
て
、
県
内
の

全
部
の
図
書
館
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結

ば
れ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
が
利
用
で
き
る
図
書
館
に
な
る
予

定
で
す
。

静h・4
...天野知事の手により、オンラインがスタート

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め
作口∞

{
一
般
一図
書
}

o
暁
年
の
子
供

山
田
一
詠
美
講
談
社

0

逃
げ
る
/
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

花
形
み
つ
る

河
出
書
房
新
社

0
超
電
導
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

村

上

龍

講

談

社

。
て
と
ろ
ど
と
を
し
ん

黒
川
博
行
講
談
社

。
ぼ
く
は
小
さ
な
ご
み
屋
さ
ん

西
国
好
子
星
雲
社

【
児
童
図
書
}

0

か
ぎ
あ
な
の
秘
密

ク
ラ
ピ

l
ヴ
ィ
ン

o
ゆ
め
み
る
ト
ラ
ン
ク

安
一居
直
子
講
談
社

0

ミ
リ
l
・
モ
リ
l
・
マ
ン
デ
ー

の
お
は
な
し

ブ
リ
ス
リ
!
福
音
舘
書
房

o
か
ぶ
と
だ
/

い
け
じ
ゅ
ん
太
国
土
社

。
お
じ
さ
ん
は
と
ん
だ

秋
山
豊
寛
汐
文
社

童
心
社

平成3.12.1広報しようわ⑨ 



-3亙亙E互Eヨ・・
〈押原中学校から〉

生きた英語を
空錆に

.A.授業では、アクセントやスピーキングが

中心となっています。

戸ント二一先生

&
コ
月
は
、
英
語
指
導
聞
手
と
し
て
、

八
月
か
ら
押
原
中
学
校
で
、
子
ど
も
た

ち
に
生
き
た
英
語
を
教
え
て
い
る
、
戸

ン
ト
ニ
l
・マ
l
チ
ン
・
コ
ッ
ク
ス
先

生
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
ト
ニ

l
先
生
は
、
県
教
育
委
員

会
の

「
外
国
青
年
招
致
事
業
」
の
一
員

と
し
て
、
八
月
か
ら
一
年
間
の
予
定
で

押
原
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
先

生
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ジ
ン
グ
タ
ウ
ン

B
B圃
の
出
身
で
、
現
在
二
十
三
才
に
な
り
ま

吋

ι圃
す
。
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
法
律
学
科
を
卒

4
1
2
E
園
業
し
、
帰
国
後
は
、
弁
護
士
に
な
る
こ

、
，
白
と
が
目
標
だ
そ
う
で
す
。

/
l
v
圃
現
在
は
玉
穂
町
に
お
住
ま
い
で
、
押

な

?

中

学

校

と

お

隣

の

玉

穂

中

学

校

で

生

t

ル
圃
徒
に
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

「授
業
で

，
内
・
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、

・
島
亙
生
徒
一
人
一
人
と
英
語
で
会
話
を
す
る

『

4
忌
E
F

こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
に
英
語
を
使
う

ー

，
巳
意
欲
と
、
話
す
勇
気
を
持
た
せ
た
い
。
L

-
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

園
生
徒
た
ち
も
、
先
生
と
話
を
し
た
り
、

一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
楽
し

く
、
「
先
生
と
話
を
し
て
、
も
っ
と
英
語

が
う
ま
く
な
り
た
い
」
、

「
レ
ク
リ
ェ

ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
、
も
っ
と
先
生
と
一
緒

に
遊
び
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
男
子
車
球

部
の
生
徒
と
一
緒
に
卓
球
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

十
月
十
日
に
は
、
昭
和
町
の
「
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
レ
ジ
ン

グ
タ
ウ
ン
に
は
こ
の
よ
う
な
祭
り
が
な

く
、
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

祭
り
で
は
、
「
町
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
や
う
な
ぎ
が
大
好

き
と
い
う
ア
ン
ト

ニ
l
先
生
で
す
が
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ビ

l
ル
を
ご
ち
そ
う

に
な
っ
て
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

一
年
間
と
い
う
短
い
問
で
す
が
、
ア

ン
ト
ニ

l
先
生
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
一
層
英
語
に
親
し
み
を
持
ち
、

そ
し
て
、
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

6~Y伝い事つ-(，料理
-材料 (4人分)

マ力口二数種 150g (A)水大さじ 4(A)砂糖lDOg カレー
粉小さじ1.5 (A)片栗粉少々 (8)仕上用砂糖大さじ 3 (目黒

ゴマ少々

-作り方

①マ力口二は力ットマ力口二、ツイースト、ホイールなど形に

変化のあるものを用意します。これらを約5分ゆでて水けを

ふき、片栗粉在まぶしておきます。

②中jEの揚げj由で①のマ力口二を色づく迄揚げておきます。別

銅lこAの砂糖と水を煮立て、小さいアワがいっぱいに出たら

力レー粉を入れ火を止めマ力口二在入れてかき混ぜ、紙の上

に置き、 Bの砂糖を乾く程度にふり、ゴマも入れてよくかき

混ぜ、さめる迄紙の上に広げておきます。力レー粉と一緒に

キナ粉を入れても良いでしよう。

マ
カ
ロ
ニ
揚
げ

栄養改善推進員

河野美子さん(築地新居)

カリカリと口あたりのよい子イ共のおや

つに、大人のおつまみにどうぞ。

lちょっとー冨

--娘の涙母
の
最
期
へ
贈
る
紅

呆
け
の
母
月
の
砂
漠
へ
誘
わ
れ
る

生
き
て
居
る
証
し
に
今
朝
の
ド
ア

l
開
く

報
わ
れ
ぬ
愛
を
沈
め
た
深
い
海

大
自
然
秋
の
味
覚
が
盛
り
こ
ぼ
れ

此
の
町
の
自
然
の
営
み
好
き
で
住
み

想
い
出
を
心
に
深
く
時
刻
む

年
重
ね
追
わ
れ
る
様
に
日
々
が
過
ぎ

小
使
も
余
生
の
老
い
の
手
内
職

ふ
ん
ど
し
を
締
め
て
か
か
れ
ど
台
風
禍

雨
上
り
秋
茄
子
の
紺
爪
に
染
み

浅
い
縁
し
忘
れ
か
け
た
人
に
会
う

落
葉
た
き
落
葉
に
香
る
芋
の
味

貧
乏
性
を
す
ロ
わ
れ
て
い
〉
鍬
を
持
ち

篤
農
に
術
な
き
日
々
の
長
い
雨

0
歳
児
愛
の
深
さ
を
読
み
分
け
る

生
甲
斐
の
旅
路
で
郷
里
の
よ
さ
を
知
り

気

一
本
生
き
た
男
の
痩
せ
我
慢

何
ど
な
く
話
上
手
で
根
を
ま
わ
し

ノ
レ
ン
の
灯
竹
馬
の
友
で
う
ま
が
合
い

亡
母
へ
の
思
慕
へ
燃
え
て
る
彼
岸
花

す
ぎ
た
日
の
世
間
の
風
も
今
温
か
し

台
風
に
乱
さ
れ
て
居
る
農
の
秋

開
発
を
計
れ
ば
汚
染
つ
い
て
く
る

井
口

磯
部

山
本
み
よ
子

堀
内
美
代
子

矢
崎

高
野

森
田

中
;尺

森
田
み
づ
ほ

相
原
あ
き
子

j尺;尺

素
木

⑩ 平成3.12

玉
オ支

広報しようわ

竜
星

夏
子

4王
キ;-
イじ

久
子

花
枝

春
男
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かおり

功万薫ちゃん
・H2.6. 5生(西条二区)
・ (父)寛人 ・(田)幸美

ちあき

河野千明ちゃん
eH2. 12. 22生(築地新居)

・ (父)浩次 ・(田)ひろみ

ゆ芝か

矢野裕くん
・H3.2.8生(飯膿)
・ (父)久・(田)由美子

名前の由来~幸せに生きて欲しいと願い、姓

名判断の本を参考に名{寸けまし定。いつも春

の薫りの漂うような、優しく暖かい、すてき

な女性になってください。

親から一言~いつも男の子に間違えられてしま

う次女の干明と、この頃少しづつあ姉ちゃんらし

くなっだ長女の梨恵 (2歳)です。13¥だりとも健
康でやさしく素直な女の子に育ってね。

名前の由来~お父さん、おじいちゃん、あじ

さん達みんな漢字一字なので、僕の名前も一

字にし芝んだって。お田さんガ

好きで{叶寸け芝ん芝定、よ。

医直面|メ|号
女自立した
在宅生活を

山梨医科大学医学部附属病院

理学療法室

理学療法士

厚
生
省
の

「国
民
生
活
基
礎
調
査
」

で
は
、
ね
た
き
り
の
概
念
を
『
六
十
五

歳
以
上
で
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
、

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
寝
た
ま
ま
の
状

態
で
、
そ
の
期
間
が
六
ヵ
月
以
上
続
い

た
者
』
と
し
て
い
ま
す
。

ね
た
き
り
の
原
因
と
な
る
疾
患
の
第

一
位
は
脳
卒
中
(
約
三
(
)
五
割
)
、
第
二

位
が
老
衰
(
約
二
割
)
、
第
三
位
は
骨
折

(
約
一
割
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
脳
卒

中
と
骨
折
が
ね
た
き
り
の
原
因
の
約
半

数
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
二
つ

を
減
ら
す
こ
と
が
、
ね
た
き
り
の
予
防

の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
脳
卒
中
の
基

礎
疾
患
で
あ
る
高
血
圧
、
動
脈
硬
化、

糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
や
、
骨
折
の
基

礎
疾
患
で
あ
る
骨
粗
懸
症
の
予
防
に

は
、
ふ
だ
ん
か
ら
適
度
な
運
動
と
休
養

を
取
る
事
、
塩
分
を
控
え
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
に
心
が
け
、
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
け
て
成
人
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
努
め
る
事
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
は
若
い
人
と
異
な
り
、
臥
床

状
態
が
続
く
だ
り
で
筋
力
が
衰
え
た
り
、

起
き
よ
う
と
い
う
意
欲
が
な
く
な
っ
た
り 矢崎高明

と
、
簡
単
に
ね
た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
ね
か
せ
て
お
く
ほ

う
が
、
本
人
も
介
護
す
る
側
も
楽
だ
と
錯

覚
し
が
ち
で
す
が
、
実
は
ね
か
せ
き
り
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を

併
発
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
脳
卒
中
や
骨
折
な
ど
で
入
院

し、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
歩
行

機
能
が
回
復
し
て
も
、
退
院
後
徐
々
に

機
能
が
低
下
し
て
、
歩
け
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
家
庭
に
戻
っ
て

か
ら
も
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
リ

ハ
ビ
リ
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
な
に
も
む
ず
か
し
い
こ
と
を
す
る

必
要
は
な
く
、
入
院
中
指
導
さ
れ
た
こ

と
を
継
続
し
た
り
、
日
常
生
活
の
中
で

自
分
の
で
き
る
事
を
積
極
的
に
行
い
、

安
易
に
家
族
に
頼
っ
た
り
、
家
族
も
手

を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。

家
庭
で
自
立
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
各
種
の
機
器
を
活
用
す
る
事
が
効

果
的
で
す
。
布
団
よ
り
も
ベ
ッ
ド
の
方

が
、
楽
に
立
位
に
な
れ
、
車
椅
子
や
ポ
ー

タ
ブ
ル

ト
イ
レ
も
使
い
や
す
く
な
り
ま

す
。
短
時
間
で
も
毎
日
ベ
ッ
ド
か
ら
離

れ
、
生
活
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
意

欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
は
た
と
え
麻
庫
な
ど
が
な
く

と
も
、
筋
力
の
低
下
、
平
衡
機
能
や
目
、

耳
の
衰
え
な
ど
か
ら
転
倒
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
の
中
の

ち
ょ
っ
し
た
段
差
な
ど
で
は
し
ば
し
ば

転
倒
が
お
こ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

手
す
り
の
取
り
付
け
、
段
差
の
解
消
、

す
べ
り
ど
め
の
取
り
付
け
な
ど
安
心
し

て
住
め
る
よ
う
改
善
を
心
掛
け
た
り
、

各
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
機
能
訓
練

事
業
、
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
看
護
な

ど
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
ね
た
き
り

の
防
止
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

企
画
財
団
法
人
里
仁
会

一
命
令
た
究
芝

一

合

お

誕

生

合

(
)
内
は
保
護
者
河
西
佑
介
(
久
)
⑨
河
西

マ
深
津
雅
基

(
聖
季
)
⑨
上
河
東

マ
古
屋
あ
か
ね
(
光

一
⑨
西
条
一
区

マ
中
津
圭
太
(
一

則
)
マ
雨

彦
)⑨
上
河
東
二
区

マ
伊
東
広
大
(
誠
三
)

一
宮
未
佳
(
伝
)
マ
嘉
糖

一
仁
(
治
仁
)
⑨
西
条

マ
桜
木
美
咲
(
康
広
)
マ
川
文
友
賀
(
昭
彦
)

一
二
区

マ
田
中
一
平
(
二
マ
上
回
雅
貴
(
貴

マ
斉
藤
亜
美
(
早
人
)

一
史
)
マ
渡
辺
拓
斗
(
秀
典
)
⑨
清
水
新
居

↑

マ
内
藤
継
希
(
秀
俊
)
マ
笹
本
理
乃
(
孝
)
⑨

一

西

条

首

選
島
美
里
(
俊
郎
)
マ
立
川

一
成
那
(
勝
雄
)
⑨
押
越

マ
中
込
瑠
美
(
修
)

一

マ
石
川
新
里
子
(
恒
男
)
⑨
河
東
中
島

マ

一
深
沢
茜
(
秀
治
)
⑨
築
地
新
居

マ
竹
内
諒

一

(
正
美
)
マ
中
村
佳
代
(
力
意
奇

襲

マ

ま平
で成
の三
届年
出十
(月
叡一
利1日
略 j
)十

月

十

日

⑪
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⑨
西
条
二
区

マ
五
味
孝
博
・
塩
沢
律
子

⑨
河
東
中
島

マ
保
坂
武
志
・
小
田
切
久

美

子

⑨

河
西

マ
鷹
野
修
・
若
尾
恵
利

子
マ
五
味
一
仁
・
中
川
美

佐

⑨

上
河

東

マ
堤
康
夫
・
井
上
章
子

広報しようわ



同~~~
年
末
恒
例
の
こ
の
事
業
は
、
年
末
の

環
境
美
化
と
、
社
協
の
行
う
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
の
一
部
に
あ
て

る
た
め
の
も
の
で
す
。

各
支
部
の
社
協
理
事
が
中
心
と
な

り
、
関
係
各
位
の
労
力
奉
仕
を
い
た
だ

く
な
か
で
有
価
物
の
回
収
在
行
い
ま
す
0

・
日
時

十
二
月
八
日
目

-
回
収
す
る
有
価
物

・
紙
、
布
類
・

ビ
ン
類
・
金
属
類

。
朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
、
有
価
物
を

道
路
端
に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
口

詳
し
く
は
、
別
途
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
】

育
価
物
回
収
に

ご
協
力
を

圃
役
場
の
一
般
窓
口
業
務

今
年
は
十
二
月
二
十
七
日
働
で
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

来
年
は

一
月
四
日
出
よ
り
開
始
い
た

し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
み
中
も
、
役
場
に

は
当
直
者
が
勤
務
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
緊
急
の
場
合
は
箇
万

ー
2
1
1

1
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-
総
合
会
館
・
温
泉

十
二
月
二
十
八
日
白
か
ら
一

月
四

日
出
ま
で
総
合
会
館
が
閉
館
に
な
り

ま
す
。
温
泉
は
一
月
六
日
開
か
ら
開

始
い
た
し
ま
す
。

j
A
コ
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

i

開
館
以
来
、
今
年
で
三
年
目
を
迎
え

る
「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
が
¥
十
二
月
か

ら
来
年
の
三
月
ま
で
冬
期
休
館
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
す
。
開
館
中
は
¥
多
く

の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
だ
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。

来
年
の
開
館
は
四
月
か
ら
と
な
り
ま

す
が
、
来
年
も
ま
だ
雄
大
な
自
然
の
中

で
¥
高
原
の
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

-
お
問
合
せ

昭
和
町
役

場

総

務

課

(
冨
万
1
2
7
7
7〉
ま
で

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
が

冬
期
休
館
い
た
し
ま
す
。

-
公
民
館
十
二
月
二
十
八
日
出
か
ら
一
月
四

日
出
ま
で
閉
館
に
な
り
ま
す
。

-
ス
ポ
ー
ツ
施
設

釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動
場
・
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
十
二
月
二
十
八
日
出

か
ら
一
月
四
日
出
ま
で
お
休
み
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
体
育
関
係
の

学
校
解
放
施
設
は
、
十
二
月
二
十
八

日
出
か
ら

一
月
五
日
間
ま
で
お
休
み

い
た
し
ま
す
。

-
町
立
図
書
館

十
二
月
二
十
七
日
働
か
ら
一
月
六

日
間
ま
で
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

年
末
・

年
婚
の
彼
場
窓
口

農地を農地以外にする場合は

届出及び許可申請をグ
農地法では、農地を農地以外(たとえば駐車場・住宅建

築等)にする場合は、農地転用届出(市街化区域)及び農

地転用許可(市街化調整区域)が必要になります。

市街化区域内において農地転用をしようとする場合

は、転用目的を記した届出書を町農業委員会へ提出しな

ければなりません。届出のあった書類は内容を確認の上、

地元農業委員に調査依頼致します。地元農業委員の意見

を聴取して内容に問題がなければ受理通知書を交付致し

ます。この受理通知書の交付によって初めて工事着手で

きますのでご注意ください。

又、市街化調整区域内において農地転用(建物等の規制

があります。)をしようとする場合には、山梨県知事の許

可が必要となりますので、許可申請書を町農業委員会へ

提出してください。提出された申請書を町の農業委員会

で審議し、農業委員会の意見を附して山梨県知事に進達

致します。県においても審議され問題のないものについ

ては、農地転用許可書が交付されますので造成工事等に

ついては許可後に着手するようお願いします。

詳しくは、農業委員会(富市-e 1 1 1)まで

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
み
な
さ
ん

の
大
切
な
財
産
を
狙
う

「空
き
巣
狙

い
、
ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
、
強
盗
」
な

ど
の
犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

県
警
察
で
は
、

こ
う
し
た
犯
罪
を
防

ぐ
た
め
、
十
二
月

一
日
か
ら

一
月
十
日

ま
で
を
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締

り
」
期
間
と
し
、
警
戒
活
動
を
強
化
す

る

一
方
、
防
犯
協
会
や
民
間
の
防
犯
団

体
と
協
力
し
て
防
犯
診
断
や
特
別
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
家

庭
や
職
場
で
も
防
犯
の
万
全
を
図
り
、

明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

西
条
駐
在
所
(
冨
苅

1
2
0
5
5
)

花
月

1
日
か
ら
1
月

m日
ま
で

『
年
末
年
始
特
別
警
戒

取
締
り
」
期
間
で
す

県
と
県
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協

議
会
で
は
¥
障
害
者
の
方
々
を
対
象

に
、
「
ワ
ー
プ
ロ
技
能
評
価
試
験
L

三
級

に
合
格
で
き
る
程
度
の
技
能
習
得
を

目
標
と
す
る
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
開
催

し
ま
す
。

-
日
時
平
成
四
年

一
月
六
回

・二
月

五
回

・三
月
九
回
の
計
二
十
回

午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

・
定
員

二
十
名

-
研
修
場
所
県
中
小
企
業
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
(
甲
府
市
大
津
町
)

国
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

県
身
体
障
害
者
社
会
参
加
促
進
セ

ン
タ
ー
(冨

U
1
0
2
9
4
)
ま
で

障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
研
修

E町内交通事故1
発生件数」

「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

== 10月分
件数|負傷|死者|

物損39件| 人| 人

人ぷ年 If ? ，I~ \ I f 。、
(+ 7) 1¥川 J)1¥lノ

( )内は、前月比
(西条駐在所調べ)

<J~ 

r-，-ーー・干』 二 ， "ヲヲ a 
p必判・・〆脳科守件T子

「
自
分
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
か
ら
確
定

申
告
は
関
係
な
い
/
」
と
思
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
万
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ

さ
い
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
、
日
月
に
年
末
調
整
で
清
算
さ
れ
ま

す
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

①
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円
を
超

え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
が
叩
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を

E
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
人

な
ど
。申
告
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

最
寄
り
の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税
務
署

ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

確
定
申
告
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保健衛生だより

手し 児 (建 康 霊ロ会ジ 査 歳 6か月児健康診賓

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 実施日 12月19日(木)

午後1時00分-1時30分
受付時間午後1時-1時30分

平成2年11月 総 場 所総合会館
(西条地区) 出生児。 該当児平成2年 4月1日~平成 2年 5月31日までの出生

12月10日 午後1時30分-2時00分 」Iコ斗

児。及び前回未受診児。
(火) (押原地区) 」ZEコKご

持ち物母子手帳・ 1歳6か月児健診質問票
午後2時日日分-2時30分 平成3年2月

(常永地区)
出生児。 館

手し 児 整 耳ラ 外 科 横 霊ロ会~、

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所
実施日 12月26日(木)

午後1時00分-1時30分 平成3年5月 車窓 受付時間午後1時-1時30分
(西条地区) 出生児。 場 所総合会館

12月13日 午後2時00分-2時30分 」仁Eゴh 

該 当児平成3年8月1日~平成3年9月30日までの出生児
(金) (押原地区) メヱふズ

持ち物母子手帳・パスタオル
午後3時00分-3時30分 平成3年 8月

(常永地区)
出生児。 館

子 F国占『 が ん ネ実 き。介ジ

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田
受診期限 12月20日程ーまで

押原地区 押越河東中島紙漉阿原 検診場所指定医療機関

常永地区 築地新居飯喰河西上河東上河東二区 検診料無料

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル
※直接、健康福祉課に申し込まれた方は、早めに受診票を受

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので け取りに来てくださし」受診期限を過ぎてしまうと受診でき

ご承知ください。 なくなりますのでご注意ください。

3 ネ重 Jご1EEむ A Cコ 予 防 接 F重 飼えなくなつだ犬・猫収集巳

日 時 12月25日(水)午後1時-2時 日時 12月白日・ 20日(金)午前10時50分-10時55分

場 所総合会館 場所総合会館前

該当児 ※収集車がくるまでは、飼主もいっしょにいてください。ま

砂 I期…平成元年3月1日~平成元年8月31日までの出生児。 た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

砂II期… I期3回を完了して1年から1年6か月以内の者。 っかり封をしてください。

砂昭和63年 9月1日~平成元年 2月28日までの出生児で未接
種者。

ゴミの特別収集について持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉 組大ゴミの収集は毎月第4水曜日ですが、今月は新年を迎
O体温が計つてないと接種できませんので、必ず、体温は計っ える準備でゴミの量が一段と多くなることが予想されます。
てください。 そこで、第3水曜日の18日に有害物質等(不燃ゴミ)の特
O問診票の記入もれ等がないようにしてください。 別収集を行いますので、ご協力をお願いします。なお、必ず
O接種を受げる子の健康状態がわかる人がおつれください。

荷札をつけて出してください。それ以外のもので出しである

〈つぎのような方は接種できません〉 ゴミは収集いたしませんのでご注意ください。また、荷札に

①発熱している方、または著しい栄養障害の方。 は住所・氏名を記入してください。
②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている方。

③はしか(MMR)、ポリオ生ワクチン投与後1か月以内の
方。

④ I年以内にけいれん、ひきつけを起こした方。 未就職看護臓の⑤インフルエンザ接種後2週間以内の方。

由子手帳受付及び一般健康相談臼 みなさまヘ
日時 12月9日(月)・ 21日(土) 香護婦等再就職相談ロガ甲府保健所に開設されまし

午前S時-11時30分 だ。どうか、お気軽にご相談にお出かけいだだき、もう

場所総合会館 一度職場復帰を考える機会にしていだだけませんか。
※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし」

妊娠証明書は必要ありません。
砂相談窓口甲府保健所冨37-1381内線223

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄
所内相談 ・l必要に応じ訪問面談

養指導などを行い、健康についての相談にお答えしていま
秘密厳守

すので、お気軽にお出かけください。

⑬ 広報しようわ 平成3.12.1



日 Sunday

f委
映画の日

鉄の記念日
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一
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口
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12月のとよみぷ主 DECEMBER
火 Tuesday I水 Wednesdayl木 ThursdayI金 Friday

3露 14奇 15童 16委
人権週間(，，-，10日)

土 Saturday

7百
大雪

平成3年 (1991年)

8露 19奇 110富 111強 112委 113百 114露
障害者の日 ・身体 |世界人権デー
障害者福祉週間

(~15 日)

有価物回収 |図書館休館日 |乳児健康診査 |心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ |乳児健康診査 |役場開庁

(社会福祉協議会)I母子手帳交付及び総合会館)I (総合会館午後 1 時~)I ービス 総合会館)I結婚相談日
一般健康相談日 総合会館)I押原保育所入所説総合会館)

(総合会館)I 昭和保育所入所説|明会

明会

15奇
年賀郵便特別扱い

開始

16~ 17強 18委 19告 20語 21奇

ト 4行政相談 ~ -------------------------1 ド

総合会館温泉定休日↑図ー書館休館日 (ィンフノレエンサQ追加 1(中央公民館午後 l 時~) r - i 才 6 ヶ月児健康 1 飼えなくなった犬・猫[子どもアニメ映画会
上河東保育所入所|接種(総合会館) I心配ごと相談 |診査 |収集日 図書館)
説明会 I (総合会館午後 l 時~) I 総合会館) I リハビリ教室

常永保育所入所説 |寝たきり老人入浴サ総合会館)

明会 |ービス 母子手帳交付及び

有害物質等の特別 総合会館) I 一般健康相談日
収集(13P参照) I 総合会館)

25百 126露 127奇 128宣
クリスマス

22室
冬至

23絵
画天皇誕生日

24委
クリスマス・イプ
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29絵 30委 31 g 
大晦日

。特別収集・粗大ゴミ収集

18目水曜日 C13P参照)

上
河
東
二
区

上

河

東

河

西
飯

喰

築

地

新

居

紙

漉

阿

原

河

東

中

島

押

越

年賀郵便特別扱いは

く12月15日から >
年賀状は、12月15日からお引受けいだ

します。できるだ、け12月25日までにお出

しくだ、さい。年末押し詰まってお出しになり

ますと、元己に届かない場合があります。
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1 2月号の訂正とお詫び

本号 8ページ f保育所の入所申請受付及び説明会 j の

{説明会の日程]は下記のとおりですので訂正し、お詫び

いたします。

広報しようわ

{
説
明
会
の
日
程
〕

12 12 12 12 

月 月 月 月 日

18 16 13 12 

日 日 日 日 程

(本)(月)(金)(本)

保
戸吊... 上 押 昭 育

河 所

永 東 原 和 名
. 

保 保 保 保 説

明

育 育 育 育 」Zb2hE 

の

国 国 国 園 場

所

午後 7時 30分~時

8時 30分 間


